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【西方地域の人口・世帯数】（令和５年５月末日現在）
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～にしかたいちご祭り～
　

５
月
14
日
（
日
）、
西
方
町
内
の

い
ち
ご
農
園
を
会
場
に
、
栃
木
市

認
定
ま
ち
づ
く
り
実
働
組
織
「
に

し
か
た
わ
く
わ
く
隊
」
主
催
に
よ

る
い
ち
ご
祭
り
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

当
日
は
、
曇
り
空
で
比
較
的
涼

し
か
っ
た
の
で
す
が
、
そ
れ
で
も

ハ
ウ
ス
の
中
は
汗
ば
む
暑
さ
で
し

た
。
小
さ
な
お
子
さ
ん
か
ら
大
人

ま
で
、
約
４
５
０
人
の
方
が
参
加

し
、
今
年
も
ス
カ
イ
ベ
リ
ー
や
と

ち
あ
い
か
な
ど
西
方
自
慢
の
い
ち

ご
を
箱
か
ら
こ
ぼ
れ
落
ち
そ
う
な

ほ
ど
摘
み
取
っ
て
い
ま
し
た
。
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４
月
25
日
（
火
）
西
方
公
民
館
２
階
大
会
議
室
に
お
い
て
、
西

方
地
域
会
議
の
第
５
期
委
員
へ
の
委
嘱
状
交
付
式
が
行
わ
れ
、
大

川
市
長
よ
り
委
員
一
人
一
人
に
委
嘱
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

各
地
域
と
も
、
第
１
回
地
域
会
議
に
併
せ
て
の
交
付
と
な
り
ま

し
た
。

　

西
方
地
域
会
議
は
各
団
体
か
ら
の
推
薦
８
名
、
有
識
者
４
名
、

公
募
２
名
の
計
14
名
で
構
成
さ
れ
、
現
在
13
名
が
委
嘱
さ
れ
て
い

ま
す
。
西
方
地
域
の
課
題
解
決
や
活
性
化
の
た
め
の
事
業
計
画
の

策
定
や
、
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に
必
要
な
事
項
に
つ
い
て

市
長
へ
の
提
案
等
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

委
員
の
任
期
は
２
年
で
、
令
和
７
年
３
月
31
日
ま
で
と
な
り
ま

す
。
西
方
地
域
の
皆
さ
ま
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

【市の木　トチノキ】

西 方 地 域 会 議 委 員 紹 介
　

栃
木
市
認
定
ま
ち
づ
く
り
実
働
組

織
に
し
か
た
わ
く
わ
く
隊
と
し
て
西

方
地
域
会
議
と
の
両
輪
で
西
方
地
域

の
課
題
や
発
展
に
微
力
な
が
ら
活
動

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

青
木　

利
男

（
有
識
者
）

　

西
方
地
域
未
来
ビ
ジ
ョ
ン
が
策
定
さ
れ
ま

し
た
。
未
来
の
姿
「
笑
顔
と
緑
あ
ふ
れ
る
西

方
地
域
」
を
目
標
に
、
地
域
特
性
を
い
か
し

た
魅
力
の
あ
る
住
み
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
の

為
に
、
二
期
目
の
本
年
度
も
皆
さ
ん
と
連
携

を
図
り
な
が
ら
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

青
木　

彩
季

（
西
方
商
工
会
推
薦
）

　

委
員
就
任
に
あ
た
っ
て
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ひ
と
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

（
敬
称
略
）

委
員
氏
名

（
選
出
団
体
名
）

第
５
期
地
域
会
議
委
員

　
　
　
　
　
　
委
嘱
状
交
付
式

第
５
期
地
域
会
議
委
員

　
　
　
　
　
　
委
嘱
状
交
付
式

　

市
か
ら
推
薦
依
頼
が
あ
り
ま
し
た
委
員
に
つ

い
て
は
、
次
の
と
お
り
推
薦
い
た
し
ま
し
た
。

　
　◆

栃
木
市
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
委
員　

小
川
和
佳
子　

委　

員

　
　◆
栃
木
市
民
会
議
委
員

石
川　

久
子　

副
会
長

◆
栃
木
市
文
化
振
興
計
画
推
進
懇
談
会
委
員

　
　

青
木　

利
夫　

委　

員

各
種
委
員
の
推
薦
に
つ
い
て

　

委
員
の
互
選
に
よ
り

会
長
に
山
ノ
井
一
男
氏
（
西
方
地
区
社
協
推

薦
）、
副
会
長
に
石
川
久
子
氏
（
有
識
者
）
が
就

任
し
ま
し
た
。

正
副
会
長
の
選
任
に
つ
い
て
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文
化
協
会
か
ら
の
推
薦
で
参
加
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
文
化
活
動

を
通
し
て
、
西
方
地
域
の
ま
す
ま
す

の
発
展
を
願
い
、
微
力
で
す
が
尽

力
し
て
参
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。

山
中　

登
喜
子

（
西
方
文
化
協
会推

薦)
　

西
方
地
区
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

の
推
薦
を
い
た
だ
き
、
12
月
か
ら
就
任
い

た
し
ま
し
た
。

　

民
生
委
員
の
立
場
か
ら
、
高
齢
者
福

祉
、
児
童
福
祉
を
中
心
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

村
上　

隆
一

（
西
方
地
区
民
生
委
員

  

児
童
委
員
協
議
会
推
薦
）

　

自
治
会
連
合
会
の
推
薦
に
よ
り
、
参

加
さ
せ
て
頂
く
事
と
な
り
ま
し
た
。
西

方
地
域
に
お
け
る
問
題
課
題
に
取
り
組

み
、
各
委
員
の
皆
様
と
共
に
改
善
策
を

考
え
、
住
み
よ
い
地
域
づ
く
り
に
貢
献

で
き
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

廣
田　

喜
久
男

（
西
方
地
域
自
治
会

連
合
会
推
薦
）

　

西
方
ス
ポ
ー
ツ
協
会
の
推
薦
に
よ

り
、
引
き
続
き
参
加
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

住
み
よ
い
西
方
地
域
の
更
な
る
発

展
の
た
め
、
微
力
な
が
ら
貢
献
で
き

れ
ば
と
思
い
ま
す
。 小

川　

和
佳
子

（
西
方
ス
ポ
ー
ツ

  

協
会
推
薦
）

　

環
境
や
行
政
が
変
わ
り
ゆ
く
中

で
、
西
方
地
域
の
大
切
な
歴
史
や
豊

か
な
自
然
を
残
し
な
が
ら
、
皆
が

「
住
み
続
け
た
い
」
と
思
え
る
ま
ち

づ
く
り
に
少
し
で
も
貢
献
で
き
る
よ

う
努
力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

石
川　

久
子

（
副
会
長
・
有
識
者
）

　

公
募
委
員
と
し
て
参
加
さ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
真
名
子
小

学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

役
員
の
経
験
を
生
か
し
、
西
方
地
域
の

発
展
に
貢
献
で
き
る
よ
う
活
動
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

天
海　

伸
拓

（
公
募
）

西 方 地 域 会 議 委 員 紹 介

　

自
然
、
名
産
、
遺
産
、
そ
し
て
人
。

　

西
方
地
域
に
は
誇
れ
る
魅
力
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。
み
な
さ
ん
と
共
に
そ
の
魅

力
の
可
能
性
を
広
げ
ら
れ
る
よ
う
意
見
を

出
し
合
い
、
西
方
地
域
の
未
来
を
繋
げ
て

い
く
よ
う
尽
力
い
た
し
ま
す
。

針
谷　

伸
一

（
公
募
）

　

認
定
農
業
者
協
議
会
の
推
薦
に
よ
り

参
加
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
西
方

は
水
、
土
に
恵
ま
れ
た
町
で
す
。
そ
こ
か

ら
良
質
で
美
味
し
い
作
物
が
生
産
さ
れ
ま

す
。
こ
の
、
古
里
西
方
の
豊
か
な
自
然
を

守
っ
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

手
島　

長
壽

（
栃
木
市
認
定
農
業
者

 　

 

協
議
会
推
薦
）

　

世
の
中
め
ま
ぐ
る
し
く
変
化
す
る

今
、
目
の
前
の
事
も
大
切
で
す
が
、

10
年
後
20
年
後
の
地
域
を
見
据
え
た

事
業
と
、
住
民
が
共
感
で
き
る
予
算

の
使
い
方
を
委
員
と
共
に
考
え
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

荻
原　

幸
一

（
有
識
者
）

　

二
年
ぶ
り
に
地
域
会
議
に
参
加
さ
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

地
域
課
題
の
解
決
に
向
け
、
そ
し
て
西

方
が
よ
り
住
み
や
す
い
ま
ち
に
な
る
よ

う
、
委
員
の
み
な
さ
ん
と
話
し
合
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

渡
邊　

隆
夫

（
有
識
者
）

　

み
な
さ
ん
の
合
意
で
き
る
意
見
を
ま

と
め
、
西
方
地
域
の
皆
様
が
、
笑
顔
と

緑
あ
ふ
れ
る
町
に
な
り
ま
す
よ
う
、
微

力
な
が
ら
私
な
り
に
で
き
う
る
限
り
の

最
善
の
努
力
を
傾
注
し
、
会
議
に
反
映

さ
せ
て
ゆ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

山
ノ
井　

一
男

(

会
長
・
西
方
地
区
社
会

 

福
祉
協
議
会
推
薦)

【市の鳥　カモ】
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◎
今
後
の
地
域
会
議
開
催
予
定

【
日
時
】

  

第
５
回 

令
和
５
年
８
月
24
日（
木)

 

午
後
７
時
～

  

第
６
回 

令
和
５
年
９
月
28
日（
木)

 

午
後
７
時
～

  

第
７
回 

令
和
５
年
11
月
22
日（
水)

 

午
後
７
時
～

【
場
所
】
西
方
公
民
館
２
階
大
会
議
室

※
会
議
は
傍
聴
で
き
ま
す
の
で
、
ご
希
望
の

方
は
開
始
時
刻
ま
で
に
会
場
へ
お
越
し
下

さ
い
。
な
お
、
会
議
は
内
容
に
よ
り
非
公

開
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
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お
知
ら
せ

第
１
回 

西
方
地
域
会
議

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

令
和
５
年
４
月
25
日（
火
）

　

◇
委
員
及
び
職
員
紹
介

　

◇
正
副
会
長
選
出

　

◇
議
事

　

◇
地
域
未
来
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て

　

◇
栃
木
市
の
地
域
自
治
制
度
と
地
域
会
議
の
あ
ら
ま
し

　
　
　

①
令
和
５
年
度
実
施
分　

地
域
予
算
提
案
事
業
計
画
書
に
か
か
る

　
　
　
　

予
算
措
置
の
結
果
に
つ
い
て（
報
告
）

　
　
　

②
令
和
６
年
度
・
７
年
度　

地
域
予
算
提
案
事
業
に
つ
い
て

　
（
１
）協
議
事
項

　
　
　

①
各
種
委
員
の
推
薦
に
つ
い
て

　
　
　

②
令
和
５
年
度
年
間
予
定
に
つ
い
て　

他

会 

議 

概 
要

　各地域が目指す「10年先の明る
い未来」の姿を３つのテーマに表し
たもので、市のホームページでご覧
いただけます。

栃木市地域未来ビジョンが
策定されました

第
２
回 

西
方
地
域
会
議

　
　
　
　
　
　
　
　
　

令
和
５
年
５
月
25
日（
木
）

◇
議
事

　
（
１
）協
議
事
項

　
　
　

①
令
和
６
年
度
実
施
分
地
域
予
算
提
案
事

　
　
　

   

業
の
提
案
に
お
け
る
地
域
の
課
題
の

　
　
　

   

洗
い
出
し
に
つ
い
て　

他

会 

議 

概 

要

　今年度、市に提案する地域予算の事業（令和６年度に
実施する事業で、限度額は258万２千円）について、現
在西方地域が抱えている課題や地域の活性化につながる
ような事業の意見を取りまとめています。
　第２回地域会議において委員から意見を集め、第３回
地域会議から事業内容を協議いたします。

令和６年度実施分地域予算提案事業について
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